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  愛知県では、1970年（昭和45年）以来県内の緑化木生産状況を調査しています。

　2025年実施の調査結果の概要は次のとおりです。

１  調査方法等

　調査対象期間を2024年10月1日から2025年9月30日までとして、県内の緑化木生産者を対象

に調査員による聞き取り等を実施しました。

２  生産面積（図－1）

  2025年9月30日現在の緑化木の生産面積

は13,103.7ａで、対前年比9.3％の減少

です。2016年度に比べ24,495.5ａ、

65.1％の減少となっています。

　種目別では、常緑広葉樹、低木性樹木、

落葉広葉樹、針葉樹の順になっています。

３　生産本数（図－２）

　2025年9月30日現在の緑化木の生産本数

は6,282.4千本で、対前年比5.7％の減少

です。2016年度に比べ13,960.6千本、

69.0％の減少となっています。

　種目別では、常緑広葉樹、低木性樹木、

落葉広葉樹、針葉樹の順になっています。

４　出荷本数（図－３）

　2025年9月30日現在の緑化木の出荷本数

は2,682.7千本で、対前年比5.6％の減少

です。2016年度に比べ4,809.0千本、

62.4％の減少となっています。

　種目別では、常緑広葉樹、低木性樹木、

落葉広葉樹、針葉樹の順になっています。

５　生産者数（表－１）

　2025年9月30日現在の緑化木の生産者

数は759戸で、対前年比9.9％の減少、

2016年度に比べ58.4％の減少です。

　事業体別では農業生産者が98.0％を占

めています。また、50ａ未満の生産者が

84.5％を占めています。

６　事業体別生産面積（表－１）

　2025年9月30日現在、緑化木の生産面

積の93.3％を農業生産者が占めています。

県 内 の 緑 化 木 生 産 状 況

◆ 生 産 状 況 調 査 結 果 ◆
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愛知県では、1973年（昭和48年）から県内の緑化（造園）工事業者を対象に、緑化工事に

使用した緑化木の仕入れ方法、用途などについて、毎年調査を実施しています。

　2025年度調査の結果の概要は次のとおりです。

１　調査対象業者数等

調査対象期間は2024年4月1日から

2025年3月31日であり、県内の造園業

者50者から回答を得て、集計しました。

２　緑化木の仕入内容（図－４）

　仕入本数を県内と県外からに分けて

みると、県内：県外＝77：23の比となって

おり、県内仕入れの割合が高くなっていま

す。

仕入れ先別で最も多かったのは県内仲

買業者で45.8％、次いで県内生産者

26.7％です。

緑 化 工 事 に お け る 緑 化 木 （ グ ラ ン ド カ バ ー を 含 む ） 需 要 状 況

◆ 需 要 動 向 調 査 結 果 ◆

県内仲買業者

県外

県内生産者

県内不明

県内市場

表－１　緑化木の生産面積規模による事業体別調査結果

区　　分

生産 生　産 生産 生　産 生産 生　産 生産 生　産 生産 生　産 生産 生　産

者数 面　積 者数 面　積 者数 面　積 者数 面　積 者数 面　積 者数 面　積

戸 ａ 戸 ａ 戸 ａ 戸 ａ 戸 ａ 戸 ａ

320 546.1 212 2,262.4 100 2,243.1 87 4,525.9 25 2,651.8 744 12,229.3

5 0.3 1 15.2 2 50.1 2 109.5 3 590.1 13 765.2

0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

地方公

共団体 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

0 0.0 0 0.0 1 20.0 1 89.2 0 0.0 2 109.2

5 0.3 1 15.2 3 70.1 3 198.7 3 590.1 15 874.4

325 546.4 213 2,277.6 103 2,313.2 90 4,724.6 28 3,241.9 759 13,103.7

緑　化　木　の　生　産　面　積　規　模　に　よ　る　区　分

 １０ａ未満
１０ａ以上 ２０ａ以上 ５０ａ以上

１００ａ以上 合     計
   ２０ａ未満    ５０ａ未満   １００ａ未満

事 業 体

合　　計

 農業生産者

農
 

業
 

者
 

以
 

外

会　社

組　合

その他

小　計

2



３　県内緑化工事における緑化木の使用状況（図－５，６）

　県内の緑化工事における使用本数を公共工事と民間工事の使用本数の割合でみると、

公共工事：民間工事＝39：61の比となっています（図－５）。

　種目別では「グランドカバー類」と「株物」が、それぞれ63.1％、30.9％となっており、

この２種目で全体の94.0％を占めています（図－６）。

４　県内緑化工事における主な樹種の使用状況（表ー２）

　2024年度の使用本数割合は表－２のとおりであり、上位５樹種で全体の58.7％を占めて
います。
 表－２ 　樹種別の使用本数割合の推移 単位︓％
　　　 年度
 順位 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024

ジャノヒゲ類 ジャノヒゲ類 ジャノヒゲ類 ジャノヒゲ類 ヤブラン類 ジャノヒゲ類 ジャノヒゲ類 ヒペリカム類 ジャノヒゲ類 ジャノヒゲ類
47.3 23.0 10.9 19.9 14.7 19.5 13.3 17.8 15.1 21.7

ササ類 ツツジ類 ツツジ類 シバザクラ ジャノヒゲ類 ツツジ類 ヤブラン類 ヘデラ類 ツツジ類 ツツジ類
8.0 8.9 9.0 14.5 14.3 8.0 9.1 10.8 12.1 16.4

ヤブラン類 ヘデラ類 ヘデラ類 ツツジ類 クロマツ ヒペリカム類 ササ類 ジャノヒゲ類 サザンカ ヤブラン類
7.7 7.9 6.3 7.4 11.0 7.6 9.0 8.9 7.3 8.4

ツツジ類 ヤブラン類 ヤブラン類 ヤブラン類 ツツジ類 シバザクラ ツツジ類 ヤブラン類 サツキ シバザクラ
6.0 6.7 6.1 6.6 9.7 6.1 7.2 5.9 3.4 7.5

シバザクラ ヒペリカム類 サツキ フッキソウ フッキソウ ヤブラン類 シバザクラ ツツジ類 ヤブラン類 サツキ
5.2 3.9 4.9 3.5 5.2 5.5 5.9 5.2 2.5 4.7

フッキソウ ササ類 シバザクラ シャリンバイ シャリンバイ クチナシ類 フッキソウ フッキソウ ヘデラ類 ヒペリカム類
3.3 3.8 4.5 3.5 3.6 3.4 4.6 2.8 2.2 3.5

サツキ サツキ ヒペリカム類 ヘデラ類 ヘデラ類 ボックスウッド サツキ シバザクラ モクセイ類 ヘデラ類
1.7 2.6 4.0 3.2 2.8 2.7 4.5 1.4 2.1 2.8

シャリンバイ シバザクラ アベリア ササ類 アベリア ササ類 ヘデラ類 ボックスウッド ヒペリカム類 シャリンバイ
1.6 2.0 2.3 2.6 2.5 2.3 3.7 1.4 1.9 2.6

ヘデラ類 シャリンバイ ボックスウッド アベリア サツキ サツキ アベリア ユキヤナギ クチナシ類 ササ類
1.6 1.4 1.9 2.4 2.0 1.9 2.3 1.3 1.8 1.9

ヒペリカム類 ツゲ類 ササ類 クロマツ クチナシ類 ヘデラ類 ボックスウッド アベリア クロマツ クチナシ類
1.5 0.8 1.8 2.1 1.9 1.9 1.5 1.1 1.7 1.2

上位10種

の割合
50.1 70.7

　網掛けはグランドカバー類
※　抵抗性マツを含む

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

83.9 61.0 51.7 65.7 67.7 58.9 61.1 56.6
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◆植木センター情報（市場調査）◆

Ⅰ 春期

 １ 全体取引量〔図－１〕

Ⅱ 秋期

 １ 全体取引量〔図－２〕

 ２ 用途別の取引動向

 ２ 用途別の取引動向

 ３ 取引量上位の動き〔表－２〕

県 内 植 木 市 場 に お け る 取 引 動 向

 ３ 取引量上位の動き〔表－１〕

　愛知県植木センターでは、1986年から県内の植木市場（井堀・矢合・福地［現在は廃止］）

において、主に地元から出荷される緑化木を中心に現在３１品目（一般植木、株・玉物、

生垣用樹）の取引量を春期（2月～4月）と秋期（10月～11月）に調査しております。

　今回は、2025年春期・秋期の取引量の概要を紹介します。

　今期の全体取引量は約13.3万本で、前年同期(約13.3万本)とほぼ同数で推移しており、

前年同期比ほぼ100％となりました。全体取引量は2010年以降減少傾向が続き、2016・

2017年にはわずかな増加に転じたものの、再び減少傾向となっています。

　一般植木の取引量は約5.0万本で、前年同期(約4.9万本)より約0.1万本増加しました。

自然形ではカエデ類が多く、続いてシマトネリコ、キンモクセイ、ヤマボウシで前年からシマ

トネリコが減少し、カエデ類、キンモクセイ、ヤマボウシが増加しました。仕立物ではイヌツ

ゲが多く、続いてクロマツ、イヌマキで前年からイヌマキ、クロマツが減少し、イヌツゲが増

加しました。

　株・玉物の取引量は約6.5万本で、前年同期(約6.7万本）より約0.2万本減少しました。主要

樹種はサツキで、ドウダンツツジ、ツツジ類が続いています。生垣用樹は約1.7万本で、前年

同期(約1.7万本)とほぼ同数でした。取引量の多い品目は、サザンカとイヌマキで、両種で全

体の約87％の取引量となりました。

　調査対象の取引量の上位10品目について、前年同期はサツキとオタフクナンテンが上位

を占めていましたが、今期はオタフクナンテンにかわり、ドウダンツツジ、カエデ類が順

位を上げ、一方、オタフクナンテン、シマトネリコは順位を下げました。

　今期の全体取引量は約7.3万本で、前年同期(約7.8万本)より約0.5万本減少しました。

全体取引量は2008年以降減少傾向で、前期の取引量は2008年に比べると約29％まで減少

し、今期も減少傾向です。

　一般植木（自然形・仕立物）の取引量は約2.6万本で、前年同期（約3.2万本）より約
0.6万本減少しました。自然形では、シマトネリコ、ヤマボウシ、カエデ類、キンモクセイが
多く、前年からシマトネリコ、カエデ類、キンモクセイは減少しました。仕立物では、クロマ
ツ、ウバメガシが増加したものの、イヌツゲ、イヌマキ、キャラボクの取引数量は低調のまま
です。
　株・玉物の取引量は約3.8万本で、前年同期（約3.2万本）より0.6万本増加しました。株・
玉物の大半を占めるオタフクナンテン、サツキが増加し、ツツジ類、ドウダンツツジ、イヌツ
ゲは減少しました。生垣用樹の取引量は約0.9万本で、前年同期（約1.4万本）より約0.5万本
減少しました。生垣の主要樹種であるサザンカ、マサキは前年より減少し、イヌマキは増加し

　調査対象の取引量の上位10品目では、オタフクナンテン、サツキ、シマトネリコが上位
を占めており、イヌマキ（生）、ヤマボウシが続いています。オタフクナンテン、サツ
キ、ヤマボウシの取扱量が前年より大幅に増加し、一方、サザンカ、ソヨゴの取扱量が大
幅に減少し順位を下げており、全体的には低調のままです。
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図－１　春期取引量の推移

表－１　春期取引量上位10品目の動き

品名 区分 前期比 品名 区分 前期比 品名 区分 前期比
1 ｻﾂｷ 株 ･･･ ｻﾂｷ 株 ･･･ ｻﾂｷ 株 ･･･
2 ﾂﾂｼﾞ類 株 ｵﾀﾌｸﾅﾝﾃﾝ 株 ･･･ ﾄﾞｳﾀﾞﾝﾂﾂｼﾞ 株
3 ｻｻﾞﾝｶ 生 ･･･ ﾂﾂｼﾞ類 株 ･･･ ｶｴﾃﾞ類 一 ･･･
4 ｶｴﾃﾞ類 一 ･･･ ｶｴﾃﾞ類 一 ･･･ ﾂﾂｼﾞ類 株 ･･･
5 ﾄﾞｳﾀﾞﾝﾂﾂｼﾞ 株 ･･･ ｼﾏﾄﾈﾘｺ 一 ･･･ ｵﾀﾌｸﾅﾝﾃﾝ 株 ･･･
6 ｵﾀﾌｸﾅﾝﾃﾝ 株 ﾄﾞｳﾀﾞﾝﾂﾂｼﾞ 株 ｻｻﾞﾝｶ 生 ･･･
7 ｲﾇﾂｹﾞ 株 ･･･ ｲﾇﾂｹﾞ 株 ｼﾏﾄﾈﾘｺ 一 ･･･
8 ｼﾏﾄﾈﾘｺ 一 ｻｻﾞﾝｶ 生 ｷﾝﾓｸｾｲ 一 ･･･
9 ﾔﾏﾎﾞｳｼ 一 ･･･ ｲﾇﾏｷ 生 ｲﾇﾏｷ 生 ･･･
10 ｷﾝﾓｸｾｲ 一 ｷﾝﾓｸｾｲ 一 ･･･ ﾔﾏﾎﾞｳｼ 一 ･･･

図－２　秋期取引量の推移

表－２　秋期取引量上位10品目の動き

品名 区分 前期比 品名 区分 前期比 品名 区分 前期比
1 ｵﾀﾌｸﾅﾝﾃﾝ 株 ･･･ ｵﾀﾌｸﾅﾝﾃﾝ 株 ･･･ ｵﾀﾌｸﾅﾝﾃﾝ 株
2 ｻｻﾞﾝｶ 生 ･･･ ｻﾂｷ 株 ｻﾂｷ 株
3 ｻﾂｷ 株 ｻｻﾞﾝｶ 生 ･･･ ｼﾏﾄﾈﾘｺ 一 ･･･
4 ｷﾝﾓｸｾｲ 一 ･･･ ｼﾏﾄﾈﾘｺ 一 ｲﾇﾏｷ 生 ･･･
5 ｶｴﾃﾞ類 一 ･･･ ｶｴﾃﾞ類 一 ﾏﾔﾎﾞｳｼ 一
6 ﾔﾏﾎﾞｳｼ 一 ｿﾖｺﾞ 一 ｻｻﾞﾝｶ 生
7 ﾂﾂｼﾞ類 株 ｷﾝﾓｸｾｲ 一 ･･･ ｶｴﾃﾞ類 一
8 ｲﾇﾂｹﾞ 株 ﾄﾞｳﾀﾞﾝﾂﾂｼﾞ 株 ﾄﾞｳﾀﾞﾝﾂﾂｼﾞ 株
9 ｲﾇﾏｷ 生 ﾏﾔﾎﾞｳｼ 一 ･･･ ｷﾝﾓｸｾｲ 一
10 ｼﾏﾄﾈﾘｺ 一 ｲﾇﾏｷ 生 ｿﾖｺﾞ 一

順位
2023 2024 2025

順位
2023 2024 2025
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愛知県緑化樹木共進会は、愛知県と愛知県緑化木生産者団体協議会の共催により、生

産技術の向上、生産及び需要拡大を目的に、昭和 48 年度から毎年開催しています。 

 令和７年度は仕立物の部、自然形の部、生垣用樹の部、コンテナの部及び育苗ほ場の

部の５部門で、県内の生産者から総数 149 点の応募があり、県農林水産事務所での予備

審査を経た 83 点について本審査を実施しました。 

本審査は審査員７名により行われ、令和７年 11 月４日の植木センターでの写真審査

の後、11 月 18 日の現地審査を経て、農林水産大臣賞始め 17 賞の配賞を決定しました。 

受賞者の表彰は、令和８年に開催される愛知県植樹祭の席上で行われます。 

 

〇農 林水産大臣賞 受賞作 品の紹介 

農林水産大臣賞受賞作品である「ラベ

ンダー」は、放射状に広がる尖ったシル

バーグリーンの葉とゴツゴツした幹が人

目を引く樹種で、耐暑性、耐寒性に優れ、

乾燥にも強く成長が早いため、近年人気

があります。 

𠮷田さんは緑化樹木生産と造園業を営

む会社で働いた後、新規就農でラベンダ

ーの生産を始め、今年で８年目になりま

す。夏の高温に比較的強い「グロッソ」

という品種を生産しており、高品質の苗

を生産するために、コンテナの土作りに

力を入れています。 

審査では、近年猛暑が続き、良品生産

が難しくなっている中、土作りや栽培管

理、品種選択などを工夫し、高品質の商

品を生産していることが高く評価されま

した。 

 

〇出 品部門  

※（ ）内は応募数、応募総数 149 点 

・仕 立 物 の 部：自然に育つ姿形から庭園用に整った形に仕立てたもの（８点） 

・自 然 形 の 部：樹種固有の形を目標として育てたもの（82 点） 

・生垣用樹の部：生垣用に育てたもの（４点） 

・コンテナの部：コンテナで栽培したもの（52 点） 

・育苗ほ場の部：苗木生産のほ場（３点） 

◆ 令 和 ７ 年 度 実 施 結 果 ◆  

第 ５ ３ 回 愛 知 県 緑 化 樹 木 共 進 会 

<受賞作品のラベンダー（グロッソ）と 

生産者の𠮷田季正さん> 
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入 賞 作 品 一 覧 

 

賞     名 部 門 樹 種 名 住 所 氏 名 

農林水産大臣賞 コンテナ  ラベンダー（グロッソ）  稲沢市  𠮷田季正  

農林水産省農産局長賞 自然形  ウラジロガシ（株立ち） 西尾市  朝岡直紀 

林野庁長官賞 自然形  オウゴンアオダモ 西尾市  稲垣敏信 

東海農政局長賞 仕立物  チリメンガシ 西尾市  三治勝裕 

中部森林管理局長賞 コンテナ  イヌマキ 豊橋市 黒田時夫 

愛知県知事賞 コンテナ  フェ イジョ ア 稲沢市  大﨑友和 

愛知県議会議長賞 育苗ほ場  オリーブ 西尾市  石川明 

愛 知 県 緑 化 木 生 産 者 団 体 協 議 会 会 長 賞  

仕立物  ラカンマキ 稲沢市  水野隆史 

自然形  ココスヤシ 稲沢市  近藤哲也 

自然形  オリーブ 豊川市  権田真樹 

コンテナ  スズランノキ 西尾市  伊藤順和 

コンテナ  オタフクナンテン 豊橋市  森田裕子 

自然形  リノカレモン 稲沢市  大谷正司 

(一社)日本植木協会会長賞 自然形  フイリネズミモチ 稲沢市  山田政勝 

(公 社 )愛 知 県緑 化 推 進 委員 会 会 長 賞  生垣用樹  カイヅ カイブキ 稲沢市  津坂敏昭 

愛 知 県 経 済 農 業 協 同 組 合 連 合 会 会 長 賞  コンテナ  シラカシ（株立 ち） 豊橋市  白井愛広 

(一 社 )愛 知 県造 園 建 設 業協 会 会 長 賞 仕立物  フイリシマトネリコ 稲沢市  伊 藤 幸 一 郎  
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ＦＡＸ 

 0 5 2 - 9 6 1 - 2 1 1 1          （代表） 

 内線 3 7 6 8 、 3 7 6 9        

 0 5 2 - 9 5 4 - 6 4 5 3          （直通） 

 0 5 2 - 9 5 4 - 6 9 3 7           


